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平成２６年 予算特別委員会 

（会議録 第１号） 

 

１．招集年月日  平成２６年３月１１日 

２．招集の場所  第１委員会室 

３．開会年月日  平成２６年３月１１日 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席委員（１３名） 

    １番 沖 田 ゆかり     ２番 片 川   学 

    ３番 時 光 良 弘     ４番 民 法 正 則 

    ５番 荒 瀧 穂 積     ６番 大瀬戸 宏 樹 

    ７番 藤 本 哲 智     ９番 山 吹 富 邦 

   １０番 山 野 千佳子    １１番 久保隅 逸 郎 

   １２番 中 原 裕 侑    １４番 佛 圓 大 源 

   １５番 南 田 秀 夫    １６番 馬 上 勝 登 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席委員（３名） 

    ８番 渡   紘 八    １３番 尺 田 公 造 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．説明のために出席した者の職氏名 

      町 長         三 村 裕 史 

      副 町 長         立 花 隆 藏 

      教 育 長         林     保 

      総 務 部 長         内 田   充 

      民 生 部 長         清 代 政 文 

      建 設 部 長         森 本 昌 義 

      教 育 部 長         藤 森 孝 弘 

      総 務 部 参 事         石 井 節 夫 

      総 務 部 次 長         岩 田 秀 次 

      民 生 部 次 長         光 本 一 也 
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      建 設 部 次 長         民 法 勝 司 

      教 育 部 次 長         三 村 伸 一 

      企 画 財 政 課 長         宗 條   勲 

      商 工 観 光 課 長         時 光 良 弘 

      税 務 課 長         貞 永 治 夫 

      福 祉 課 長         加 島 朋 代 

      住 民 課 長         西 村 隆 雄 

      健 康 課 長         隼 田 雅 冶 

      生 活 環 境 課 長         沖 田   浩 

      都 市 整 備 課 長         横 山 大 治 

      開 発 指 導 課 長         林   武 史 

      下 水 道 課 長         中 井 雅 晴 

      水 道 課 長         曽 根 和 典 

      学 校 教 育 課 長         富田谷 敬 子 

      会 計 課 長         中 村 憲 治 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

      議 会 事 務 局 長         立 花 一 郎 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．会議に付した事件 

 議案第１４号 平成２６年度熊野町一般会計予算について 

 議案第１５号 平成２６年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について 

 議案第１６号 平成２６年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について 

 議案第１７号 平成２６年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について 

 議案第１８号 平成２６年度熊野町介護保険特別会計予算について 

 議案第１９号 平成２６年度熊野町上水道事業会計予算について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○委員長（藤本） ただいまの出席委員は１３名です。 

定足数に達していますので、ただ今から予算特別委員会を開会します。 

  本委員会に付託されました、議案第１４号から第１８号までの平成２６年度熊野町一
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般会計予算、及び各特別会計予算、議案第１９号平成２６年度 熊野町上水道事業会計

予算、についてを議題とします。 

始めに審査の手順でありますが、お手元にお配りしております、平成２６年予算特

別委員会進行方法案をご覧ください。 

まず、本委員会の進め方についてでありますが、昨年と同様に３つの分科会を設置

して審査を進めることとし、審査の分担につきましては、お手元の進行方法案に記載の

とおりとします。 

なお、それぞれの分科会には、議員の皆さんどなたでも出席し、質疑できることと

したいと思います。 

次に、進行役の決定についてでありますが、それぞれの常任委員長を進行役とさせ

ていただきます。 

また、分科会は、本予算特別委員会の正副委員長のいずれかが出席しなければ開会

できないこととさせていただきたいと思います。 

続いて、今後の審査の進め方についてですが、概要説明の後、第１委員会室へ移動

し、順次、総務厚生分科会、産業建設分科会、文教分科会により審査を行っていただき、

それぞれの費目・会計ごとに質疑の時間を設けたいと思います。分科会終了後、本委員

会を再開して、各分科会の報告をそれぞれの常任委員長からしていただいた後に総括質

疑を行い、委員会としての意見をまとめたいと思います。 

以上のような手順で審査を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（藤本） 異議なしと認めます。 

本委員会の審査手順については、以上のとおり決定しました。 

それでは、さっそく本日の審査に入りたいと思います。 

予算の概要につきまして、一般会計と各特別会計は、副町長から、上水道事業会計

予算は、建設部長から説明を受けたいと思います。 

それでは、まず副町長から説明を求めます。立花副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（立花）  

  それでは、平成２６年度熊野町一般会計予算案と４つの特別会計予算案につきまして、

事前に配布させていただきました資料１２、平成２６年度歳入歳出予算説明資料により、



－4－ 

ご説明させていただきます。 

資料１２の１ページをご覧ください。 

１ページには、各会計予算の規模を載せております。一般会計の平成２６年度当初

予算案は、７６億５，０００万７，０００円で、前年度と比べ１億８，５９２万１，０

００円、２．５％の増となっております。 

次に、平成２６年度の各特別会計予算案でございますが、全体では、６７億８，９

２６万７，０００円で、前年度に比べ２１億９，１０６万２，０００円、２４．４％の

減となっております。この大きな要因は、昨年度土地取得特別会計を予算計上したこと

によるものでございます。これを除きますと、２，０１４万１，０００円、０．３％の

増となっております。 

参考までに、一般会計と特別会計を合わせた熊野町全体の予算の規模は、１４４億

３，９２７万４，０００円となっております。合計欄の企業会計を含めた全体額では、

１５０億４，５６７万８,０００円となっております。 

２ページ及び３ページをご覧ください。 

２ページには、２６年度と２５年度の一般会計当初予算の歳入を比較した表を、３

ページには、歳入構成比較としまして、２６年度と２５年度の各歳入科目の構成額の比

較を棒グラフで表したものと、２６年度予算案の歳入構成を円グラフで表したものを掲

載しております。 

 まず、２ページをご覧ください。 

歳入科目のうち、主なものについて、ご説明させていただきます。 

  第１款、町税は、２２億６，１７７万９,０００千円で、町民税においては、労働人

口の減少による個人町民税が減収となる見込みですが、固定資産税では、家屋などの増

収分を見込んでおります。町税としては、今年度とほぼ同様となっております。 

  第２款から第５款、第７款から第８款及び第１０款の地方譲与税や各交付金は県が示

した見込額を計上しております。これらの合計額は、前年度とほぼ同様となっておりま

す。 

第６款、地方消費税交付金は、２億３，５３２万７，０００円で、５，２５２万３,

０００円、２８．７％の増となっております。この内、地方消費税率引き上げ分は、４，

８３５万９,０００円を見込んでおり、これを社会保障経費に充てるよう、使途の明確

化がなされたところです。 
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このため、６ページになりますが、引き上げ分の地方消費税交付金の充当先を掲載

しています。地方消費税交付金自体が一般財源ですので、資料により使途を明示させて

いただいたものです。 

後ほどご確認をお願いします。 

  第９款、地方交付税は、２０億２，３００万円で、消費税率の増加に伴う基準財政需

要額の増加を見込み、８，２９３万６,０００円、４．３％の増となっております。 

第１３款、国庫支出金は、１０億２，９９０万１,０００円で、臨時福祉給付金支給

事業費補助金、子育て世帯臨時特例給付金支給事業費補助金、社会保障・税番号制度導

入に係る補助金、都市再生整備計画事業交付金などにより、２，８１７万４,０００円、

２．８％の増となっております。 

第１４款、県支出金は、５億１，０２７万３,０００円で、安心こども基金補助金、

ため池緊急整備事業費補助金などの増と広島県緊急雇用対策基金事業補助金、選挙委託

金などの減があります。３，３１４，０００円、０．６％の減となっております。 

第１７款、繰入金は、６億１，５７４万２,０００円で、財政調整基金繰入金や公共

施設等整備基金繰入金等の繰り入れによるもので、５，２０５万７,０００円、９．

２％の増となっております。 

第２０款、町債は、４億２，４７５万１,０００円で、地方交付税を補う臨時財政対

策債の減などにより、２，２８４万９,０００円、５．１％の減となっております。内

訳は、臨時財政対策債３億７，９２５万１,０００円、一般単独事業債４，５５０万円

でございます。 

続いて、３ページの棒グラフですが、歳入費目ごとの棒グラフのうち、左側の斜線

が２６年度、右側の網掛けが２５年度の当初予算額でございます。 

本町における歳入の主要な財源が、町税と地方交付税であることがグラフ表示で明

瞭に見てとれます。町税は、本年度とほぼ同額、地方交付税は、若干の増加となってお

ります。 

次に、下の円グラフですが、右側が町税などの自主財源、左側の色の濃い部分が地

方交付税などの依存財源で、自主財源が４３．４％、依存財源が５６．６％の割合とな

っており、自主財源は、対前年度で０．４ポイントの減となっております。 

  歳入の内訳では、先ほど申しましたように、自主財源の町税が全体の２９．７％で最

も多く、次いで、依存財源の地方交付税の２６．４％、同じく依存財源の国庫支出金の
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１３．５％と続いております。 

続いて、歳出につきまして、ご説明させていただきます。４ページ及び５ページを

ご覧ください。 

４ページには、２６年度と２５年度の一般会計の当初予算の歳出を比較した表を、

５ページには、２６年度と２５年度の歳出構成比較としまして、各歳出科目の構成額の

比較を棒グラフで表したものと、２６年度予算案の歳出構成を円グラフで表したものを

掲載しております。 

  ４ページをご覧ください。 

歳出科目の主なものについて、ご説明させていただきます。 

第１款、議会費は、１億１，８４１万９,０００円で、第１項の、議会費が議員共済

会給付費負担金の増などにより、０．９％の増となっております。 

第２款、総務費は、９億７，７８７万５,０００円でございまして、第１項の総務管

理費は、広島県市町総合事務組合負担金などが増加の要因です。 

  第２項の企画費は、生活福祉交通おでかけ号の運行経費などの計上のほか、増額要因

としては、筆の里工房事業において開館２０周年記念事業や施設の老朽化対策のための

実施設計を行うこととしております。 

  第４項の戸籍住民基本台帳費においては、社会保障・税番号制度を導入する上で必要

な住民基本台帳業務等の電算システムの改修に要する経費を計上しております。 

  総務費全体では、２，２０９万９，０００円、２．３％の増でございます。 

  次に、第３款、民生費は、３０億４，２６６万５,０００円で、第１項、社会福祉費

は、消費税率引き上げに伴う低所得者対策として実施する臨時福祉給付金支給事業の新

設、障害者総合支援事業に係る扶助費の増額を見込んでおります。 

  特別会計への繰出金につきましては、国民健康保険事業特別会計繰出金が減額、介護

保険事業特別会計繰出金及び後期高齢者医療特別会計繰出金が増額となっています。 

  第２項、生活保護費は、生活保護費支給事業の医療扶助などの減額を見込み、第３項、

児童福祉費は、子ども・子育て支援新制度に適応した行政計画を策定するとともに、保

育所や幼稚園を利用する上で、認定制度導入に対応するための電算システム構築を実施

する次世代育成事業の増、消費税率引き上げに伴う子育て世帯への影響を緩和するため

の子育て世帯臨時特例給付金支給事業の新設などがございます。 

  民生費全体では、１億６，７６０万５，０００円、５．８％の増でございます。 
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  第４款、衛生費は、６億５，６２５万円で、耐震化診断の実施に伴う安芸地区衛生施

設管理組合負担金、水痘及び肺炎球菌ワクチン接種の開始に伴う感染症予防事業、環境

センター事務所修繕などが増加要因です。 

  衛生費全体では、３，２７９万３,０００円、５．３％の増となっております。 

  第５款、農林水産業費は、６，９５７万４,０００円でございます。新宮地区の一反

田ため池改修工事などの実施に伴う増額で、全体では２，２６７万８,０００円、４８．

４％の増となっております。 

  第６款、商工費は、１億５，７６２万５,０００円で、緊急雇用対策事業として実施

する観光案内所運営に係る地域資源活用事業の増、同じく緊急雇用対策事業として実施

した熊野筆原材料確保調査事業の終了などによる減がございます。 

  商工費全体では、１４万８,０００円、０．１％の減となっております。 

第７款、土木費は、７億９，７０８万円で、第２項、道路橋梁費では、流通団地等

として必要な水道水を団地に向けて給水するための施設を整備する事業費、専用住宅地

である熊野団地の住環境を保全し、利便性の高いまちづくりを推進するための都市再生

整備事業などがございます。 

第４項、都市計画費では、子育て定住促進助成金を本年に引き続き実施いたします。

公共下水道事業特別会計繰出金は減額となっております。 

  また、国の補正予算の成立に伴い追加交付される補助金を活用し、五反田橋架替工事

等に要する経費については、３月補正予算で計上させていただいております。 

  土木費全体では、１億３，５０８万６,０００円、１４．５％の減となっております。 

第８款、消防費は、２億９，３２６万２,０００円で、主に広島市消防事務委託料の

減額により、１，３０３万６,０００円、４．３％の減となっております。 

第９款、教育費は、８億４，３０５万９,０００円で、第２項、小学校費では、特別

支援学級における介助員の増員配置とメディアルーム等のパソコン整備に係る経費など

の増額、第３項、中学校費では、熊野中学校南校舎の耐震補強及び大規模改造の実施設

計とメディアルーム等のパソコン整備に係る経費などの増額でございます。 

  第５項、幼稚園費では、補助単価の見直しに伴う幼稚園就園奨励費補助金の増、第６

項、社会教育費では、西公民館を移転改築するための敷地造成費及び新築建物の実施設

計費などのほか、老朽化などにより補修が不可能な町民会館講堂の舞台照明の改修費を

計上しております。 
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  第７項、保健体育費では、町民体育館屋根改修等の終了により減額となっております。 

  また、国の補正予算の成立に伴い追加交付される補助金を活用し、第二小学校体育館

天井材撤去及び天井器具落下防止工事の経費と東中学校の普通教室棟耐震補強工事に要

する経費については、３月補正予算で計上させていただいております。 

  教育費全体では、８，３４０万４,０００円、１１．０％の増となっております。 

第１１款、公債費は、６億７，２３２万８,０００円で、平成２３年度借入分の臨時

財政対策債、第三小学校北校舎耐震改築工事等の借入の元金償還が開始することなどに

より、全体で４４９万１,０００円、０．７％の増となっております。 

続いて、５ページの歳出科目ごとの棒グラフですが、歳入と同様に、左側の斜線が

２６年度、右側の網掛けが２５年度の当初予算額でございます。このグラフでもご確認

いただけるように、民生費の構成割合が大きいことが見てとれ、予算のなかで大きなウ

エイトを占めております。 

また、下の円グラフですが、民生費の構成比率３９．７％に次いで、総務費の１２．

７％、教育費の１１．１％、土木費の１０．５％となっており、教育費と土木費の順位

は２５年度と入れ変わっております。 

  次の６ページは、引き上げ分の地方消費税交付金の使途でございます。 

以上、一般会計予算案について、その概要をご説明させていただきました。 

  次に、７ページをご覧ください。 

  各会計ごとに１０年間の当初予算の推移を載せております。ここ５年間の予算額を見

ますと、一般会計については、概ね７５億円前後の規模で推移しております。 

２６年度当初予算案については、前年度と比較し、２．５％の増となっております

が、子育て支援や学力向上対策、生活基盤の整備などは継続しつつ、新たに、都市再生

整備事業として、専用住宅地である熊野団地を次世代へつなぐため、住環境を保全し、

利便性の向上を推進していきます。 

  また、将来を見据え、さらに、健全な財政運営の維持にも努めた予算編成ができたも

のと考えております。 

  次の８ページには、一般会計の款別の５年間の推移を載せております。 

 次に、各特別会計の予算についてご説明を申し上げます。９ページをご覧ください。 

平成２６年度国民健康保険事業特別会計予算案でございます。 

国民健康保険事業特別会計予算額は、歳入歳出それぞれ３３億１，４９８万２,００
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０円で、前年度比 ２，７１７万６,０００円、０．８％の減となっております。 

歳入の主なものでは、第１款、国民健康保険税が、５億９，１３５万８,０００円で、

２，０７３万円、３．４％の減、第３款、国庫支出金は、５億９，６６６万７,０００

円で、９，９９５万５,０００円、２０．１％の増、第４款、療養給付費等交付金は、

１億９，１２２万３,０００円を計上しており、これは、社会保険診療報酬支払基金か

らの交付金で、算定基礎となる退職適用被保険者の保険給付費の減により、１，８４１

万５,０００円、８．８％の減、同支払基金から交付される第５款、前期高齢者交付金

が１２億８，６７０万円で、過年度分精算額の影響により、１億８，３９２万４,００

０円、１２．５％の減、第９款、繰入金が、１億６，３３７万７,０００円で、国民健

康保険事業の基盤安定などを目的とした一般会計からの繰入金で、３２６万５,０００

円、２．０％の減でございます。 

歳出では、第２款、保険給付費が２４億７５７万円で、被保険者の医療費を実績推

計により見込んだ結果、２，７７７万８,０００円、１．１％の減、第３款、後期高齢

者支援金等が３億７，４２３万４,０００円で、一人あたりの算定基礎額の増加により、

２４７万６,０００円、０．７％の増、第６款、介護納付金は、過年度分精算額の影響

により、１億３，０８８万８,０００円となり、４１２万２,０００円、３．１％の減で

ございます。 

次に、１０ページをご覧ください。平成２６年度公共下水道事業特別会計予算案で

ございます。 

公共下水道事業特別会計の予算額は、歳入歳出それぞれ９億８５３万３,０００円で、

前年度比２．９％の増となっております。 

国の交付金の採択事業費が増加したことに伴い、全体事業費が増となっております。

引き続き、新宮地区と川角地区の一部、約４．１ヘクタールを整備するとともに、出来

庭地区の滝ヶ谷団地における工事の実施設計業務を予定しております。 

歳入では、第１款、分担金及び負担金が、８００万８,０００円で、受益者負担金の

対象世帯数の減少により、８９９万４,０００円、５２．９％の減となっております。 

第３款、国庫支出金は、６，３００万円で、事業費の増加により、８００万円、１

４．５％の増となっております。 

第７款、町債は、２億５，５４０万円で、国庫支出金と同様に事業費の増加などに

伴い、３，８８０万円、１７．９％の増でございます。 
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歳出では、第１款、総務費は、１億９，７２６万６,０００円で、流域下水道維持管

理負担金などが増となっております。 

  第２款、事業費は、２億９７万３,０００円で、１，８０３万６,０００円、９．９％

の増となっております。 

  次に、１１ページをご覧ください。平成２６年度後期高齢者医療特別会計予算案でご

ざいます。 

後期高齢者医療特別会計の予算額は、歳入歳出それぞれ５億３，７４３万１,０００

円で、前年度比３．７％の増となっております。 

歳入では、被保険者から徴収する、第１款、後期高齢者医療保険料が、２億３，４

３１万５,０００円で、被保険者の増などにより、１，４７８万３,０００円、６．７％

の増、第３款、繰入金は、３億２０５万円で、一般会計が負担すべき保険基盤安定分の

増額等に伴い、４５４万３,０００円、１．５％の増となっております。 

歳出では、広域連合に納付する後期高齢者医療広域連合納付金が、５億３，４４２

万３,０００円で、１，８８２万３,０００円、３．７％の増でございます。 

次に、１２ページをご覧ください。平成２６年度介護保険特別会計予算案でござい

ます。 

介護保険特別会計につきましては、地域包括支援センターの業務のうち、介護予防

プランを作成する一事業所としての会計を明確に区分するため、介護サービス事業勘定

を設け、保険事業勘定と分けて予算計上を行っております。 

まず、保険事業勘定では、歳入歳出それぞれ２０億１，９２１万５,０００円で、前

年度比０．１％の増となっております。 

歳入では、第１款、保険料は、５億１，４２４万１,０００円で、第５期介護保険事

業計画に基づく介護保険料で積算しており、ほぼ横ばいになっております。 

第３款、支払基金交付金５億６，８０４万３,０００円、９８万４,０００円、０．

２％の減、第４款、国庫支出金３億６，３２９万６,０００円、３３１万６,０００円、

０．９％の減、第５款、県支出金２億９，３２８万８,０００円、３５７万３,０００円、

１．２％の増であり、これらは、給付費に対するそれぞれの負担割合により算定してお

ります。 

第６款、繰入金は、２億７，９５８万４,０００円で、給付費の町負担分としての一

般会計からの繰入金が増えたことにより、２６２万２,０００円、０．９％の増でござ
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います。 

歳出では、第１款、総務費は、２，６５７万５,０００円で、介護保険の運営に係る

一般事務、保険料の徴収、要介護度を審査判定する介護認定審査会の運営や認定調査に

係る経費で、８４８万１,０００円、４６．９％の増、第２款、保険給付費は、１９億

４，２０１万２,０００円で、４６５万１,０００円、０．２％の減、第３款、地域支援

事業費は、介護予防に係る経費で、４，９１０万３,０００円で、人件費の調整により、

２０５万円、４．０％の減となっております。 

次に、介護サービス事業勘定では、歳入歳出それぞれ９１０万６,０００円で、９９

万８,０００円、１２．３％の増となっており、主に介護予防プランの作成に関する経

費でございます。 

以上、平成２６年度の一般会計及び各特別会計予算案について、その概要をご説明

させていただきました。 

なお、各予算の詳細につきましては、後ほど、予算書に沿って、各課長から事業ご

とに、ご説明いたしますので、よろしくお願いいたします。 

私からの説明は、以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○委員長（藤本） 以上で一般会計及び各特別会計予算案の概要説明が終わりました。 

続いて、建設部長から上水道事業会計予算について説明を求めます。 

森本建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（森本） 平成２６年度熊野町上水道事業会計予算案につきまして、平成２６

年度歳入歳出予算書を用いて、概要を説明させて頂きます。 

  予算書の上水道事業会計の１ページをご覧ください。 

  まず、第２条の業務の予定量、（１）給水戸数でございますが、過去の実績と近年の

動向を基に、前年度に比べ２４戸の増加を見込み、８，９７３戸の給水戸数としており

ます。 

次に（２）の年間総配水量、及び（３）の一日平均配水量につきましては、一戸当

たりの使用水量の低下によりまして、前年度に比べ約１．４％の減少を見込み、年間総

配水量は１８４万３３０立方メートル、一日平均配水量は ５，０４２立方メートルと

しております。 
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  次に（４）の主要な建設改良事業につきましては、前年度と比較して２９．６％増の

１億１９０万円としております。 

  内訳といたしましては、城之堀団地等の高所関連で５，６４０万円のほか、未給水地

区解消事業及び熊野団地内の老朽管の更新事業として、４，５５０万円を予定しており

ます。 

  続いて、５ページをお開きください。 

収益的収入及び支出の収入うち、水道事業収益でございますが、前年度より１０．

０％増の５億３，３１６万円となっております。 

主な要因といたしましては、地方公営企業会計制度の見直しにより、国庫補助金等

を財源として取得した、償却資産の減価償却見合い分については、営業外収益の長期前

受金戻入として予算化することとなり、当年度より４，０７５万６，０００円を計上し

たためでございます。 

続いて、支出の水道事業費用でございますが、前年度と比較して５．８％増の４億

９，４９１万３,０００円としております。 

主な要因といたしましては、各配水池の耐震診断基本計画等による委託料の増加に

よるものです。 

続いて、６ページをご覧下さい。 

  資本的収入及び支出の収入ですが、前年度と比較して２１％の減の７，２９６万５，

０００円としております。 

  この主な要因といたしましては、高所団地関連の工事費が減少したことによる、基金

取崩金の減少によるものでございます。 

  次に支出ですが、前年度と比較し、２．１％の減の１億１，１４９万１，０００円と

しております。 

この主な要因といたしましては、高所配水団地整備事業における基金積立金の減少

によるものでございます。 

今後の高所団地水道施設整備の予定といたしましては、城之堀団地を平成２７年度

までに整備する予定でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○委員長（藤本） 以上で、予算の概要説明が終了しました。 
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以上をもちまして、予算特別委員会は散会とします。 

再開は、３つの分科会の終了後、再開とさせていただきます。 

それでは、総務厚生分科会は、第１委員会室におきまして、１３時３０分から開催

いたします。 

（散会 午前１１時４０分） 

 


